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三田社会学第5号(2000)

記 憶 の トポ グ ラ フ ィ ー

Topography of Memory

浜 日出夫

1.場 所 と記憶

 筆者 は、別稿(浜2000)に おいて、歴史社 会学 とは異 なる、歴 史につ いての社会学的 な語

り方の可能性 について考察 し、その語 り方 を、歴 史社会学 か ら区別 して、 「歴 史の社会学」 と

呼んだ。それ は、歴 史を、過去 に起 こった出来事 のクロノロジカルな連鎖 として とらえるので

はな く、想起 を通 してい まここにお いて制作 される もの として とらえ、 この歴 史の制作 とい う

行為 について考察 しようとす るものである。

 た とえば、 われわれが歴史の教科書 を読んだ り、NHKの 朝の連続テ レビ小説や大河 ドラマ

を見た り、吉川英治や司馬遼 太郎の歴史小説 を読んだ り、史跡や博物館 を訪 れた り、銅像 を建

てた り(あ るいは倒 した り)、 建物 の保存運動 をした り、八 月十五 日の正 午に黙祷 した り、原

爆死没者慰霊式 に出席 した り、元 「従軍慰安婦」 の証言 を聞いた り、戦友会 や同窓会 に出席 し

た り、家族 でアルバ ムをながめた り、祖父母の昔話 を聞いた り、骨董品 を収集 した り、自分史

を書いた りす る とき、 これ らの無数 の行為 によって歴 史が い まここにおいて制作 されているの

である。

 本稿 では、これ らの歴史の制作 という行為の うちで も、 とくに場所 と結びついた歴 史の制作

をとりあげて、 さらに考察 をつづけることにしたい。

 場所 と想起 とが密接 に結びついていることは、子供 の頃に住 んでいた場 所 を訪 れる と、忘れ

ていた出来事 がつ ぎつ ぎによみがえって くるとい うような経験 を通 して、われわれ も日常的 に

よ く知っているが、場所 と想起 の結 びつ きを見やすい形 で示 しているの は、古代 の記憶術であ

る(中 村1979)。

 記憶術 とは古代 ギ リシアにおいて演説家が長い演説 を正確 に暗記す るために発達 した雄弁術

の一部であった。それは場所 とイメージを結びつけ ることか らなっていた とい う。

 「人為 的記憶 は、諸々の場 とイメージか ら成 り立っている。…… 『場 』 とは、記憶 によっ

て容易に把握 で きる、た とえば、家、円柱の続 く柱 間空 間、人 目につかぬ一隅 、アーチ、 と

い った ような場 をいう。 イメージ とは、われわれが覚 えていたいと思 うものの形 、 目印、似

姿 を指す。た とえば、 もし馬やラ イオ ン、あ るいは鷲 の類 い を思い出 したいな らば、われわ

れはそれ らの イメージをそれぞれ特定 の 『場」 に配置せ ねばな らない ことになる。記憶術 と

は、さなが ら心 の中に文字 を記す ような ものであ る。アル ファベ ッ トニ十六文 字を知 ってい
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特集1:「 記憶/保 存/伝 統」

る もの なら誰で も口述 された ことを書 き取 り、記 した ことを音読 で きよう。同様 に、記憶術

を修得 した者な ら誰 で も、 自分 が聞 き取 ったことを場 に配置 し、記憶か ら請け出すこ とがで

きるのだ。 『何故 な ら、場 は蝋 引書板やパ ピルスに よく似 てお り、 また イメージは文字 に、

イメージの配置配列 は原稿に、その請 け出 しは音 読に、似 ているか らである。」」 (イエ イ

ツ1993:27)

 記憶術 の第一段階 は場所のシステムを記憶する ことであった。場所の システム とは、家や公

共の建物や都 市の街路の ようななん らかの建築物であ り、それは現実の建築物 で も架空の建築

物で もよかった。演説者 は、その建 築物 の前庭 ・玄関 ・客 間 ・居 間 ・寝室等々を、彫像や装飾

品 も含めて、 まず頭 にたたきこむのである。 これが イメージを書 き込むための 「蝋 引書板」 と

なる。つづいて、演説者 は、蝋引書板 に文字 を書 き込んでい くように、 この建築物 のなかのそ

れぞれの場 所 に、演説 で取 り上げる事柄 のイメー ジを順番 に配置 してい く。そ して、演説す る

ときには、頭のなかでこの建築物 の なかを順番 に移動 し、それぞれの場所に預 けてあった イメ

ージをつ ぎつ ぎに請け出す ことによって、順番 をまちがえるこ とな く正確 に長 い演説 を行 なう

こ とがで きたのである。そ して、蝋 引書板 に書かれている文字 を消せば、そ こに また新 しい文

字 を書 くことがで きるように、それぞれの場所 に配置 されていたイメー ジを消せ ば、そ こにま

た新 しいイメージ を配置す ることができた。

 記憶術 は、印刷術 もコンピュー タもなか った古 代において、場所 と想起 の密接 な結 びつ きを

利用 して、記憶 力を強化 しようとした ものであ った。印刷術 の発達 とともに記憶術 は忘れ去 ら

れてい くが、場 所 と想起の結びつ きその ものが失われて しまったわけではない。 そ して、歴 史

を想起 によって制作 され るもの ととらえるか ぎ り、場所が歴 史の制作 における重要 な要因であ

ることにかわ りはない。 ここでは、場所(ト ポス)と 結 びつ いた歴史の制作 につ いて考察 しよ

うとす るアプローチ を、か りに 「記 憶の トポグラフィー」 と名づ けてお くことに しよう。

 筆者 は、数年来、歴史博物館 にかんす る調査 を継続 して行 なっている1)。 歴 史博物館は、博

物館法 で規 定 され た社会教 育施設で あるが、同時 に歴 史がそ こで制作 され る 「集合 的記憶 の

場」の ひとつ(ル ・ゴフ1999:155)で もある。われわれは展示 を見なが らそれぞれの場所

で イメージ を請 け出 し、順路に したがってそれ をつな ぎあわせてい くことに よって、歴史 とい

うひ とつ の物 語を作 り出す。博 物館(museum)の 語 源 は、ギ リシャ語 のムウセイオ ン、す な

わち学芸 を司 る9人 の女神 ム ウサ イ(ミ ューズ)に ささげ られた神殿 に由来 してい る とい う

(椎名1993)。 これ らの女神 は記憶の女神ムネモ シュネの娘 であ り、歴 史を司 るクレイオ も

またそのひ と りであった。 このギ リシ ャ神話の うちには、 「集合的記憶 の場」 と しての歴 史博

物館の性格 が象徴的 に表現 されている。本稿では、社会学 において、場所 と想起の結びつ きに

先駆的 に注 目 した アルヴ ァックスの集合 的記憶 論 を検討す る ことによって、 「集合的記憶の

場」 と しての博物館 を考察す るための準備作業 と したい2)。
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2.集 合的記憶

 アルヴァックスは、周知の通 り、デュルケムの集合主義の立場 を受 け継 ぎ、記憶 を個 人的現

象 として とらえるベル グソ ンに代表 される記憶論 を批 判 して、記憶 を集合的現象 として とらえ

る集合 的記憶論 を展開 した(Coser 1992;大 野 ・林 ・野 中1997)。 アルヴァックスにおいて

も、記憶 の担 い手 は個人である。 しか し、アルヴ ァックス によれば、 「人が想い出すのは、 自

分 を一つない し多 くの集団の観点 に身 を置 き、そ して一つ ない し多 くの集合的思考の流 れの 中

に自分 を置 き直 してみ るとい う条件 においてであ る」 (Halbwachs 1950=1989:19)。 した

が って、アル ヴァックスの 「集合的記憶」の概念 は、 「個人 は集団の成員 として過去 を想起す

る」 とい う命題 として要約することがで きる。

 友人たち といっ しょに旅行 をし、のちにこの友 人たち と再会 して、旅行 の ときの想い出話 を

する とい うような状況が、集合的記憶 の概念が もっともよ くあてはまる典型 的な例 として考え

られる。 これ は顕在的に集合的 な経験 を顕在的 に集合的に想起 してい るケースである。 この場

合には、実際 に集団の一員 として経験 した出来事 を、実際 にその集 団の一員 として想起 してい

るのである。 この ような場合、 われ われはお互いの記憶 を参照 し合 いなが ら、実際に共 同で過

去の出来事 を想起する。

 しか し、アルヴァックスに よれば、いっ しょに旅行 を した友人たちが かならず しも実際に 目

の前 にいる必 要はない。旅行 の ときに撮 った写真 をながめ なが ら、ひ と りで その旅行の ことを

想 い出 してい るときに も、われわれは独力で想い出 してい るので はな く、友 人たちの集団の一

員 として、その集団の観点 に立って、想 い出 しているのである。 この場合 には、 われわれは顕

在 的に集合的 な経験 を潜在的 に集合 的に想起 してい る。そ して、忘却 とい う現象 は、集団の観

点が失 われ ることに よって説明 され る。われわれが 「証人やわれわれが属 している集 団の成員

と して 考 え た り想 い 出 した りす る 習慣 や 能 力 」 (Halbwachs 1950=1989:7)を 失 う と き、

われわれはその集団 とともに得 た経験 を忘却す るのであ る。われわれのアルバムのなかには、

た しかに 自分が写 ってい るけれ ども、いつ どこで撮 ったのか想い出すこ とので きない記念写真

が しば しば含 まれてい る。 この場合 には、その集団の一員 としての観 点が もはや失われて しま

っているのである。

 さらに、集合 的に想起 されるのは、実際 に集団の一員 として経験 した出来事 だけで はない。

アルヴ ァックス によれば、われわれがひ とりだけで経験 した出来事 も、われわれはそれを集団

の観 点か ら想起す るのである。 なぜ なら、われわれ は実際 にはそれをひと りで経験 したので は

ないか らである。 この場合 、われわれ は潜在 的に集合的 な経験 を潜在的 に集合的に想起す る。

アルヴァックスはひとりでロン ドンを散歩 したときの経験 を例 としてあげてい る。

 「私がは じめて ロン ドンに行 った時 には、セ ン ト ・ポール大寺 院や市長官邸の前 に立ち、

ス トラン ド街や裁判所周辺 を歩いた時の多 くの印象 が、少年時代 に読んだディケンズの小説

を想 い起 こさせて くれた。 だか ら私は、デ ィケンズ とともにロ ン ドンを散歩 したの だった。
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この時には、いつで もどんな状況 において も、私 はただ独 りでい たので も、独 りで考 えてい

たので もない と言 える。 とい うの も私 は考 えに ひた りなが ら、あれや これやの集団に身 を置

いていたか らである。それは私が この建築家 と形 成す る集 団で もあれば、…… またあの画家

(とその仲 間の人た ち)と 、あるいはこの地図 を作成 した測量技師やあの小説家 たち と形成

する集団で もあ る。他の人び ともまた こうした想 い出を私 と共有 したのであ る。それだけで

な く、 これらの人たちは私にそれ らを想起 させ て くれていた。私は よりよく想い出すために、

これ らの人 び とへ向 き直 り、機会 をとらえて彼 らの観点 を採 り入れ、彼 らの集 団の中に立 ち

戻 り、その集 団の一員 として とどま り続 けるの である。」 (Halbwachs 1950=1989:3-

4)

 こ うして、 アル ヴァックスの集合的記憶 の概念 は想起 とい う現象 のほぼ全体 と重 なるこ とに

なる3》。アルバ ックス によれば、 「ふつ う人々が記憶 を獲得するのは社会の なか においてであ

り、 人 々が 記憶 を呼 び起 こ し、認 識 し、位置づ け るの も社 会 の なか にお いて なので あ る」

(Halbwachs 1925=1992:38)o

 それで もわれわれの記憶の なか に自分 ひ とりに属す る純粋 に個 人的な部分がある とい う直観

はいぜ ん として残 りつづける。 アル ヴァックスはそれ を集団の交差の産物 として説 明す る4}。

われわれは友人た ちと旅行 を してい るときに も、それぞれの家族 の一員であ ることをやめてい

ない し、それぞれ異な る多様 な集団 に属 している。そ して、友人たち と旅行の想い出話 を して

いる ときに、 自分 だけ しか覚 えてい ない光景や出来事があ ると、われわれ はそれ を自分 だけに

属 する個 人的 な記憶である と考 えて しまうが、実 はわれわれはそれを、自分が属 していて、友

人たちは属 してい ない別の集 団の観点か ら想 い出 してい るのである。 したが って、個人的記憶

とみえる もの も、 アル ヴァックス によれば、実 は多数の集合 的記憶が交差す る結 果生み出 され

る、いわば仮象 にす ぎないのである。

 アルヴァックスの集合的記憶 の概念 を、記憶 を個人的現象 と考 える考 え方 と対照 させ て整理

して きたが、集合的記憶 は単 に個人的記憶 に対 して 「集合 的」 であるとい うだけには とどまら

ない。 「個人 は集団の成員 として過去 を想起す る」 とい うことのうちには さらに 「記憶」 とい

う現象の とらえかたの根本的な変更が含 まれている。

 個人的記憶 とい う観念の うちには、過去の出来事 についての記憶 が、脳 の内部か、あ るいは

無意識の内部か、いずれにせ よ自分だけ しか近づ くことので きない 「心」 のなかの どこか に保

存 されていて、われわれだけがそ こか ら記憶 を取 り出 して、過去の出来事 を再生す ることがで

きる、 とい う記憶 についてのあ る理解の しかたが含 まれている。記憶が 「心」 の内部の どこか

に保存 されていて、 自分 だけがそれ を再生す ることがで きるとい うことが、記憶 が個人的現象

であ ることの根拠 となっているのである。

 アルヴァックスは、記憶が どこかに保存 され、それが再生 され る とい うこの考 え方 を批判す

る。
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 「脳 の中の どこかか、心の片隅の どこかに、私 だけが近づ くことので きる記憶の保存場所

を探 そ うとして も無駄である。 というの も、記憶は外部か ら呼 び起 こされるのだか らである。

私が その一部 となっている さまざ まな集団が、私 がそれ らの集 団に注意 を向け、少 な くとも

しば らくの あい だ、その集団の思考方法 を採用する とい う条件の もとで、つねに記憶 を再構

成す るための手段 を私 に与えるのである。」 (Halbwachs 1925=1992:38)

 集団の観点 に立 って想起する とい うこ とは、単 にその集団の成員 として過去 を想起す る とい

うだけではない。それは同時 に、想 起の時点で その集団 において利用可能 な 「記憶 の枠組」 を

用いて過去 を再構成す る とい うことで もある。 そ して これ は、想起が なされ るそれぞれの現在

においてそのつ ど過去が作 り出され るとい うこ とを意味 してい る。 「どの時代 において も、現

在 の枠組の なかで活動 してい る社会が再構 成す るこ とので きる想起だけが存在す ることがで き

る」 (Halbwachs 1925=1992:189)の である。 コーザー はアル ヴァックスのこの ような考

え方 を 「現在主義」 (Coser 1992:25)と 呼んでいる。アル ヴァックスにおいて、記憶 とは・

もはや過去 を 「保存」 し 「再生」す ることではな く、現在 の視点か ら過去 を 「再構成」す ると

い うことであった。

 「過去 は実際 にはそれ 自体 として再生す るのではない し、あ らゆることが らが示唆 してい

るように思 えるのは、過去 は保存 されるので はな く、現 在の基盤の うえで再構 成 される、 と

い うことである。」 (Halbwachs 1925=1992:39-40)

 心理学においては、記憶 は、情報 を覚 え(符 号化 また は記銘)、 覚 えた情報 を貯 え(貯 蔵 ま

たは保持)、 そ して貯 えた情報 を想い出す(検 索 または想起)と い う三つの段階か らなる情報

処理 過程 として と らえ られてい る(小 谷津編1982)。 これに対 して、 アルヴァックスの集合

的記憶の概念 は、記憶 とい う現象 を もっぱら想起 の過程 と して とらえている点で、 む しろ 「集

合的想起」 と呼ぶほ うが適切であろう5}。

3.生 きている歴史

 以上 、アルヴァ ックスが、集合 的記憶の概念 に よって、個 人主義的 な記憶論 を批判 して、記

憶 についての集合主義的でかつ現在主義的 なとらえかたを呈示 してい ることをみて きたが、 こ

の記憶 にかんする理解の転換 は、同時に、記憶 と並ぶ、過去 の もう一方の管理者 である歴史 に

か んす る理 解 の 転換 を含 ん で い る。 集合 的記 憶 論 は 、一 方 に 「枠[組]の ない 記憶 」

(Halbwachs 1950=1989:59)と しての個 人的で内的な記憶があ り、他方 に記憶 とは独立 し

た 「記憶の ない枠[組]」 (Halbwachs 1950=1989:59)と しての公的で客観的 な歴史があ

る と考 える、記憶 と歴 史の二項対立的図式 を、集合的枠組 に よる記憶 と しての集合 的記憶の概
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念 によって解体 しようとす るものであった。

 アル ヴァックスは、歴 史的記憶 、す なわち歴史家 によって書 かれ 、学校や書物 で学 ばれる歴

史に対 して、集合 的記憶 、いいか えれ ば 「生 きている歴史」 (Halbwachs 1950・=1989:66)

を区別す る。

 書かれ た歴 史は、い かなる集団の判 断か らも独立 した 「あ るが ままの事実の全体 の系列」

(Halbwachs 1950=1989:94)を 、あ らゆる集団の外部 に立 って、記述 しようとす る もので

あ り、 「非人格性」 「抽象的正確 さ」 「相対的単純 さ」 を特徴 とす る。 アル ヴァックスによれ

ば、 「過去 の出来事 の全体 を唯一つ の場面 に描 くように蒐 集す るこ とは、その想 い出を保 って

いる集団の記憶 か らそれ らの出来事 を切 り離 し、それ らの出来事が、それが生 じた社会 的環境

の心理的生活 と結 びつ いてい る絆 を断ち切 り、その年代 史的 ・空 間的 図式だけ を保持 するこ と

によって は じめて可能なのである」 (Halbwachs 1950=1989:94)。 この ように して得 られ

る歴史像は、歴史の流 れを外部か ら傭瞼 する超越的 な視 点か ら描 かれる 「歴史の側面図」 (野

家1996)で ある。

 これ に対 して、生 きてい る歴史 とは、集 団の内部 に立ってふ りか えってみる ときに立ち現 わ

れて くる歴史の姿である。 それは、 自分 自身の子供の ときの経験 として、 また両 親や祖 父母か

ら世代 を通 して伝 え られた経験 として、あるいはさまざまな 「痕跡」、す なわち雑誌 や書物、

絵 画や彫刻 、建物 や街路 などを通 して、想起 される歴 史であ る。 アル ヴァ ックス に よれば、

「集合的記憶 とは、内部 か ら見 られた集団のこ とであ り、……集団に対 して、 もちろん時 間の

中で展 開され る集団 自身の情景 を示す ものである」 (Halbwachs 1950=1989:98)。 それ は

歴史 に内属する者の視点に立ち現われる 「歴史の正面図」 (野家1996)で ある。

 「歴 史は一つであって、一つの歴史 しかない」 (Halbwachs 1950=1989:93)と アルヴァ

ックスは言 う。 「あるが ままの事実 の全体 の系列」 を傭畷 しうる神の視点 を想定 すれば、書か

れた歴史は理念的にはひ とつである。 これに対 して、生 きている歴史 は複数である。 なぜ なら

「す べ て の 集 合 的記 憶 は空 間 に お い て も時 間 に お い て も有 限 な 集 団 に 支 え られ て 」

(Halbwachs 1950=1989:94)お り、 したがってその ような集 団がた くさんあるのにお う じ

て、 「集合的記 憶[も]た くさんある」 (Halbwachs 1950=1989:93)か らであ る。

 生 きている歴 史は単 に集団の内部か ら見 られた歴史であるだけではない。すでにみた とお り、

集合的記 憶とは、記 憶の枠組 を用いてそのつ どの現在 において過去 を再構成 した ものであ った。

したがって、生 きている歴史 もまた、つねに現在の視点か ら再構成 された歴 史にほかな らない。

アルヴァ ックスにおいては、記憶が集合 主義 的 ・現在主義的に とらえ られ るだけではな く、歴

史 もまた同 じように集合主義的(集 団内在的)・ 現在主義的に再解釈 される。

 生 きてい る歴史は したが ってた えず作 り直 され てい く。死者 をふ りか える視 点が移 り変 わっ

てい くにつれて、死者の イメージが変化 してい くように、記憶 の枠組が時間 とともに変化 して

い くのにつれて、記憶 の枠組 によって再構 成 される歴史 もまた変化 してい く。古 い枠組 に よっ

て再構 成 され た歴 史の なかでは前景 にあ った要素が、枠組 の変化 に ともなって、後景に しりぞ
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き、そのかわ りに新 しい要素が前景 に登場 して くる。 この ように、集団の内部か ら見 られる歴

史の風景 はたえず描 き換え られてい る。

 そ して、 アル ヴァックスは、 この描 き換 えが しば しば歪 曲や隠蔽 をともな うことを指摘 して

いる。 アルヴァ ックス によれば、 「社会 を構 成する さまざ まな集団 はつねに 自分 たちの過去 を

再構成す るこ とがで きるが、再構成 を行 なうとき、それ らの集 団はひ じょうに しば しば過去 を

歪 曲す る」 (Halbwachs 1925=1992:182)。 た とえば、 「社会 は、諸個 人 を分裂 させ、諸

集団 をたがい に引 き離すおそれのあ る ものはすべて記憶 か ら消 し去 る傾向 をもち、…… またた

えず変 化す る均衡 の ための条 件 に適合 す る ような しかたで つね に想起 を再編 成 してい る」

(Halbwachs 1925=1992:182-183)。 ただ し歪 曲 と言 って も、オ リジ ナルな過去 が想 定

されているわけで はない。い くらさかの ぼって も、そこでみいだされ るのはやは り再構成 され

た過去 であ り、そのつ どの現在 にお いて再構成 される過去 とは、それ 自体それ以前の再構 成に

よって用意 された過去 にほかな らない。そ して、かつて再構成 され た過去 と新 たに再構 成 され

る過去 の関係 はふ たた び、かつて再構成 され た過去 を維持 しようとす る集団 とそれを新た に再

構 成 しようとす る集団の関係 として とらえなお される。アルヴ ァックス において、歴 史は 「あ

るが ままの事実 の全体の系列」 として過去の うち にあるのではな く、現在の集団の布置の うち

にみいだ されるべ きものであ る。ここには、現在 における集団の活動 を記述するこ とに よって

歴史について記述 しようとする 「歴 史の社会学」のひ とつの原型 をみいだす ことがで きる。

4.記 憶の トポグラフィー

 アルヴァックスが現在の集団 による歴 史の再構成 を考察する さいに注 目す るのが時 間 と空 間

の枠組であ る。 なぜ な ら、あ らゆる集団の生活 は時 間と空間の枠組 のなかで営 まれ、あ らゆる

集団はその活動の痕跡 を時間 と空間の枠組 のなかに残 してい くか らである。 「少 な くとも、わ

れわれが現在入 りこんでいる もっと最近の集団の中に何 らかの痕跡 を残 さない ような社会 は、

存在 しない」 (Halbwachs 1950=1989:157)。 生 きてい る歴史 は、 自分 自身の子供 のころ

の経験や、両親や祖父母 の経験 にさかのぼるだけではない。それは さらにこの痕跡 を通 して、

すでに失 われて しまった社会 にまで さかのぼるこ とがで きる。集合 的記憶の射程 は、過去 の集

団の活動の痕跡 を媒介 とす ることによって、一気 に広が ることになる。 た とえば、キ リス ト教

徒 の集合的記憶 は、 イエスが生誕 した とされる年 を始点 と して年数 を数 える暦 を用いる ことに

よって、2000年 前に まで さかのぼる。

 時 間的枠組 について まず簡単 に触れておこ う。集 団の生活がその うちで営 まれる時間の枠組

とは、物理学的な時間の枠組 ではな く、集 団によってそれぞれ異 なる集合的時間の枠組 である。

そ して、その ような集合的時間の枠組 をもっともよく表 してい るのが暦 である。それぞれの集

団 は、集団の かつての活動 の痕跡が刻 まれたそれぞれの暦 に したがって活動 し、同時に 自分 自

身の活動 の痕跡 を新 たにその暦 に刻 んでい く。そ して、それぞれの集団は、その ような暦 に し

たが って活動す るこ とによって、それぞれの集合 的記憶 を組織 してい るのである。 キリス ト教

10



特集1:「 記憶/保 存/伝 統」

徒 は、イエ スの生誕か ら出発 して年数 を数 え、 またイエスの生誕の 日と復活の 日を重要な構成

要素 とす る暦 を用い、 この暦 に もとついて、 ミレニァムを祝 った り、毎年 ク リスマスや イース

ター を祝 うこ とによって、その集合的記憶 を組織 している。 だが、異なる宗教で はとうぜ ん異

なる宗教暦 に したが って集合 的記憶が組織 されている。 またそれぞれの国家 は、 それぞれ異な

る独 立記念 日や革命記念 日な どの祝祭 日をもつ暦 を用 い、 さまざまな記念行事 を通 して、国民

的記憶 を組織 し、 またそれぞれの家族 はそれぞれ異 なる命 日や誕生 日や結婚記念 日か らなる暦

に したがって家族の記憶 を組織 して いる。 アル ヴァックス によれば、 「いろいろな社会がある

の と同 じだけの暦の数がある」 (Halbwachs 1950=1989:137)の である。

 だが、ここでよ り重要なのは空 間的枠組に よる集合 的記憶の組織化 である。集団の生活は時

間的枠組 のなかで営 まれ るだけでな く、同時 に空間的枠組 のなかで も営 まれてい る。 これは、

家族や地域 集団の ように、成員 が じっさい に空間のなかで近接 している という事実 にもとつ い

て組織 されている集 団についてのみあてはまるのではない。法律的集団や経済的集団や宗教 的

集 団の ように、一見 、成員が、空 間のなかでの位置 とは無 関係 に、権利 と義務、 階級的利害 、

信仰 などに よって結 びつけ られているようにみ える集 団で も、 じっさいには空 間 と切 り離 して

その活動 を記述す ることはで きない。アルヴァックスに よれば、 「実際に、場所 と、すなわち

空 間の一部 と関係 を持 た ない ような集団 はない し、集合 的 な活動形態 もない」 (Halbwachs

1950=1989:182)の である。

 そ して、あらゆる集団は空 間のなかに活動の痕跡を残 してい く。

 「場所 は集 団の刻印 を受 けてお り、 また集団 も場所の刻印 を受 けている。 それだか ら、集

団のあ らゆる歩 みは空間の用語 に よって表現する ことが で きる し、集団の占有す る場所はあ

らゆる用語の集合 にほかならない。」 (Halbwachs 1950=1989:167)

 アル ヴァックスによれば、 「骨董屋で は、あち こちに散 らばった家具 のば らば らにな り使い

ものにな らな くなった部分部分の 中で、あ らゆ る時代や あ らゆ る階級 が顔 をつ き合 わせ てい

る」 (Halbwachs 1950=1989:164)し 、 また 「いずれかの社会的 階級が その痕跡 を残 さな

かった都市 の風景 な ど存 在 しない」 (Halbwachs 1950=1989:181)の である。 そ して、わ

れわれ は部屋 のなかの家具の様式や 配置 を見て、祖父母の こ とを想い出 した り、 町を歩いてい

て偶然入 りこんだ通 りで突然なつか しさを感 じた りす る。 また建物の取 り壊 しに対 して保存運

動が行 なわれた り、失 われた町並 みの復元が図 られた りす るこ とも、集合 的記憶が場所 と緊密

に結 びついているこ とを示 している6}。 「空間的枠[組]の 中で展開 しない ような集合的記憶

は存在 しない」 (Halbwachs 1950=1989:182)の であ る。 これ につづ けて、アルヴ ァック

スは次の ように述べる。

「空間とは持続する現実である。われわれの印象は、現われて くるものを次から次へ と追
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いかけてい くので、われわれの心の 中には何 も留 まらない。それで、 もし過去が実際 にわれ

われを取 り囲む物的環境 によって保持 されていなければ、過去 を取 り戻せ るということは理

解 され ない だろう。われわれが注意 を向けなければならないのは、空 間へ、われわれの空間

へ なのであ る。…… しか じかの部類の想い出が再生 され るために、われわれの思考が凝視 し

なければならないのは、この空間なのである。」 (Halbwachs 1950=1989:182)

 そ して、 この空間 もまた物理学的な空 間ではな く、集団に よって異 なる意味 を帯 びた具体的

な場 所 か らな る空 間で あ る。 「集 団 の 数 と同 じだ け空 間 を表 象す る仕 方 が 存 在 す る」

(Halbwachs 1950=1989:205-206)の であ り、 したが って場 所 を媒介 として制作 され る

「生 きてい る歴史」 もまた複数存在す るのである。

 アルヴァックスは、歴史 をそのつ どの現在 において集合 的に構成 され る もの として とらえる

ことに よって、 「歴 史の社会学」 を開始 しただけで はな く、 と くに歴 史が場所 と結びついて構

成 されてい ることに着 目す ることによって、 「記憶の トポ グラフィー」 とい うアプローチの端

緒 をきりひらいた といえる。そ して、 アル ヴァックス はと くに宗教 的集 団をと りあげて、記憶

にかんする トポグラフィカルな研究 を展開 した。

 アルヴァックスに よれば、宗教的集団 もまた、他の諸集団 と同様 、 「しっか りと地面に根 を

お ろ してい る」 (Halbwachs 1950=1989:181)。 しか も、宗教 的集団 にお いて、空 間 との

結びつ きはよ りい っそ う本 質的 なもの といえる。第一 に、あ らゆる宗教 に とって、世界が聖 と

俗 のふ たつの部分か らなる とい う信念 は本質的な ものであ るが、宗教 的集 団はこの聖 と俗 の分

離 を空 間の なかで表現 し、空 間を聖 なる場所 と俗 なる場所 とに分割するか らであ る。宗教 的集

団にとって 「聖地」 はな くてはすませ られない ものである。

 さらに宗教 的集団は、他の諸集団 と くらべて、 とくに周囲の変化 に抗 して 自らが変わ らない

ことを主張するが、 この 自らの不変性 を、 「場所の恒久性」 の助けを借 りて確保 しようとする。

「宗教的社会 は、その今 日の姿が起源 における もの とは異 なるものである とか、将来は変わる

こともあ りうることを容認す ることはで きないのであ る。 しか し、思考や感情の世界には、そ

の集団に とっての安定の要素 はまった くないので、その集 団が均衡 を確保 しなければな らない

の は、物質の中お よび空間の一つの ない しそれ以上の部分の上 においてであ る」 (Halbwachs

1950=1989:201)。 宗教的集 団は、啓示 や奇跡 や受難 とい ったその集団 に とって重要 な意

義 をもつ 出来事が起 こった聖 なる場所でそれ らの出来事 を想起するこ とを通 して、そのつ ど起

源の姿 と今 日の姿の同一性 を確認す る。逆にいえば、起源の姿 と今 日の姿の同一性 を確認す る

ためには、宗教的集団は、啓示や奇跡や受難 といった出来事 を空間のなかの特定の場所 に位置

づけ、聖地 を作 り出す必要があるのである。

 そ して、アルヴァックスがエ ルサ レムやパ レスチナに残 されているキ リス ト教の聖地 を対象

として宗教的記憶 と空間の関係 を具体的 に考察 したモ ノグラフが、 『聖地 におけ る福音書 の伝

説的 トポグラフ ィー』である。 キ リス ト教 もまた、他の宗教的集団 と同様 に、信仰の対象 とな
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ってい る超 自然的な出来事 を空間の なかに書 きこんでい く。われわれ は今 日で も、ナザ レの受

胎告知教会、ベ ツレヘ ムの聖誕教 会、最後の晩餐の部屋 、 イエスが逮捕 されたゲ ッセマネ、 イ

エ スが十字架 を担 いで歩い たヴィア ・ドロローサ(悲 しみの道)、 ゴル ゴダの丘 とされてい る

場所 に建つ聖墳 墓教会 、オリー ブ山の昇天教会 などの場所 を訪 れることによって、イエスの生

涯 を た ど る こ とが で き る。 「福 音 書 の 全 歴 史 は 地 面 の上 に書 か れ て い る の で あ る」

(Halbwachs 1950=1989:205)0

 4世 紀に コンス タンティヌス帝がキ リス ト教に改宗 して、キ リス ト教が ローマ帝 国の国教 と

なった とき、エルサ レムはすで に荒れ果ててお り、福音書 に書 かれてい る出来事 が起 こった場

所 を特定す ることは もはや 困難であ った。 しか し、 ローマ人たちは どんなささいな手がか りか

らで もその ような場所 を発見 し、そ こを聖地 に変 えていった。こ うして、 コンス タンテ ィヌス

帝 の母ヘ レナが、 イエスが生 まれた洞窟を発見 してそ こに聖誕教会 を建て、 また イエスが架け

られた十字架片 を発見 しそこに聖墳 墓教会 を建て たの をは じめ として、つ ぎつ ぎとイエ スの足

跡 を表わす聖地が作 られていった。

 「い まやキ リス ト教信仰の核心が確立 され、福音書 の伝統 にお ける他 のすべ ての イメージ

が依拠すべ き中心 的なイメー ジはキ リス トの死 と復活 、 ゴルゴダの丘の十字架 と聖墳墓 とな

った。 もちろんそれ らの場所 は隠 されてお り、知 られていなかった。 どち らも目に見 えるエ

ルサ レムの枠組のなかには現われていなかった。 しか し、い まや場所 を含意す る ような しか

たで教義 が定式化 され た以上、 その場 所 をみつ ける こ とが必要 であ った。」 (Halbwachs

1941=1992:229)

 7世 紀以降エルサ レムはペ ルシ ャにつづ きイス ラム教徒 の支 配下にお かれ、1099年 に十字

軍がエ ルサ レムを奪回 した ときには、 ローマ人の建てた教会 はすで に廃塘 と化 し、エルサ レム

はす っか りその姿 を変 えていた。 しか し、十字軍の宗教 的情 熱は、単 に廃塘 となった教会 を再

建す るにはとどまらず、新 しい聖地 を、 ときには直観 に したがってつ ぎつ ぎと作 り出 してい っ

た。 その結果、オ リーブ山にあ った最後の晩餐の部屋がシオ ンの丘 に移動 して しまった り、 ひ

とつ の出来事が同時にふ たつの場 所 に位置づ け られて競合 した り、 また ひとつの出来事 を構 成

する さまざまなエ ピソー ドが分割 されて別々の場所 に結 びつけ られ た り、別々の出来事が同 じ

場所 に結 びつけられた りす るといったことが起 こった。

 しか も、アル ヴァックスによれば、ローマ人や十字軍が聖地の場所 を特 定す るための根拠 と

した、福音書 に書かれてい る 「事 実」 その ものが、キ リス ト教徒の記憶 とユ ダヤ教徒の記憶 の

連続性 を確 保するため に 「創造」 された もの であ った(Halbwachs 1941=1992:213)。 こ

れは、福音 書作 者がイエ スの誕生の場所 をわざわ ざ旧約聖書が メシア誕生 の地 としてい るベツ

レヘム としたことのうちに典型的に示 されている。
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 「こうした ことが示 してい るのは、 どの時代 において も、キ リス ト教徒の集合 的記憶 は、

キ リス トの生涯の細部 とそれが起 こった場所 についての想起 を、その ときどきのキ リス ト教

社 会 の要 求 に、 その 必要 と願 望 に、適合 させ て きた とい う事 実 であ る。 」 (Halbwachs

1941=1992:234)

 アルヴァックスはエルサ レムやパ レスチナの聖地 にキ リス トの足 跡 を読 み とるので はない。

む しろキ リス トの足跡 を読み とろう として きた各 時代 のキ リス ト教徒 たちの歩み の痕跡 をそ こ

に読み とるの であ る。 「どの時代 を検討す る場合 で も、注意 は、端緒の出来事や そ うした出来

事の起源へ向 け られ るのではな く、 む しろ信者たちの集 団へ 、そ してかれ らの記念行為へ と向

け られ る」 (Halbwachs 1941=1992:234-235)。 そ して、 アルヴ ァックスはこのモ ノグ

ラフをつ ぎの ように締 め くくっている。

 「時代 を通 じた人間の使命 が、自分 自身 を乗 り越 えるため に、神 を創 造あるいは再創造 し

ようと努力 するこ とであ った とす れば、群衆 によって建 て られ、それ につづ く世代 の人々に

よって守 られて きた石の なかに宗教 的現象の本質がみいだ される。 われわれは まさにそれ ら

の石のなか にそれ らの人 々の痕跡 をた どることがで きる。それ らの石 は、ひ と りの人間的個

人あ るいは超 自然的個 人の痕跡なのではな く、……集合 的な信仰 によって駆 り立て られて き

た集 団の痕跡 なのである。 これ らの集団が、そう した個人や、その個人 とともにあった人々

を、それぞれの時代 において呼 び出 したのであ る。」 (Halbwachs 1941=1992:235)

 ここには、歴史 をそれぞれの現在 において集合 的に再構成 される もの として とらえるととも

に、 この再構成が空間的枠組 のなかで行 なわれる ことに注 目す るアルヴァックスの集合的記憶

論の特徴が要約 して表現 されている。 しか し、 これは宗教 的記憶 についてのみあてはまるので

はない。む しろ、記憶の集合性 ・現在性 ・空 間性 とい う特徴 は、想起 を通 して行 なわれる歴史

の制作 のすべ てにつ いてみ られ る特徴 である。 アルヴァックスの集合的記憶論 は、われわれが

歴史の制作 とい う行為 を考察す るさいに、注意 を 「空間へ 、われわれの空間へ」 と向け、空間

のなかの場所 やモノをめ ぐって展 開 されている諸集団の活動に注意深 く目を向け るよう、われ

われ をうなが しているのである。

【註 】

1)[浜1996] [浜1998]の ほか、調査報告書 として 『メデ ィア としての博 物館』 (1996)、 『戦争 と

 博 物館 一 ス ミソニア ンと土浦 一 』 (1997)、 『ツ ェ ッペ リンがや って きた 一 メデ ィア ・

 イベ ン トと集合的記憶 一 』 (1999) (いず れ も筑波大学社会学類)。

2)「 記 憶の トポグラフィー・」 の先駆 的な業績 と して もうひ とつ挙 げ られ るのはベ ンヤ ミンの 『パ サージ
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 ユ論 』であるが、あらためて とりあげることにしたい。

3)集 合 的記憶の概念があてはまらない例 としてアル ヴァックスが挙 げてい るのは夢 である。アルヴ ァッ

 クスに よれば、 「夢 が 目覚めてい る状 態か ら区別 され るの は、 われわれが もはや他の人々 と接触 して

 い ない とい う点であ り、 したが って、想起 とい う作用 にかん して、夢 の状態 のなかでわれわれ に欠け

 て いるのは社会の支 えなのである」 (Halbwachs 1925=1992:172)。 アル ヴァックスは、 この夢 と

 目覚 めている状態 の区別 を、 リセの ときの教師であ り、初期 に強 い影響 を受 けたベルグ ソンか ら受け

 継 いでいる。 この点で、アル ヴァックスの集合的記憶論 は、 同 じくベルグソ ンの影響 か ら出発 して展

 開 された シュ ッツの多元的現 実論 と興 味深い重 な りを示 してい る。 シュ ッツ もまた、 「十分に 目覚め

 て いる」 ことによって特徴 づけ られる 日常生活の世界 を、 「本 質的 に孤独 な ものである」 (シ ュ ッツ

 1985:56)夢 の世界か ら区別 している。 さらに、アルヴァックス における集合的記憶の種別 も、 シュ

 ッツにおける ウム ヴェル トとミッ トヴェル トの 区別 と重ね て考 えることがで きる。 これ らの点は、ア

 ル ヴァックス を単純 に社会学主義 として特徴 づ けることがで きないことを示 している。シュ ッツがア

 ル ヴァックスに触 れたもの として、[シ ュッツ1991]が あ る。 これは 『集合的記 憶』に付録 として収

 め られている 「集合的記憶 と音楽家」の批判である。

4) [大野 ・林 ・野中1997]が す でに指摘 してい る通 り、 この議論 は、個性 の発達 を集団の拡大 にとも

 な う社会圏の交差によって説明す るジンメルの議論 にきわめて近似 している(ジ ンメル1994)。 ア ル

 ヴ ァックスが、 自由の感情 を、 「微細 なそ して交差 した多数の糸 に よって空 中に吊 された 目方のある

 物 体 が 、空 間 に吊 され た ま まで、 ひ と りで 自分 を支 えて い る と想像 す る の と 同 じなの で あ る」

 (Halbwachs 1950=1989:44)と 説 明す る とき、 「社 会的 な糸がたが いに結 びあう場所」 (ジ ンメ

 ル1994上:12)と しての個 人 とい うジンメルの比喩 との類似 は偶然以上の もの と思 える。両者の関

 係 は不 明であ るが、 アルヴァックスが第1次 世界大戦後職 を得 たス トラスブール(ン ユ トラースブル

 ク)大 学は、戦前 ジンメルが ようや く正教授のポス トを得 た大学であった。

5)心 理 学 における 「記憶から想起へ」 という転換 については、 [佐 々木編1996]を 参照。

6)記 憶 の集合性 とともに記憶 と場所の結びつ きをみご とに映像化 しているのが、バ リー ・レヴィンソ ン

 監 督の映画 「わが心の ボルチモ ア』であ る。主人公の移民サ ム ・ク リチ ンスキーの記憶 は、家族 が細

 分化 してい くにつれて しだい にやせ細 り、かつて暮 ら して いた通 りが再 開発の ために取 り壊 されたこ

 と によって決定的 にダメー ジを受 ける。 アルヴァックス もまた次の ように述べ ている。 「ポール ・ロ

 ワ イヤル修道院の隠士 たちや修道女た ちが散 りち りにさせ られ た時 で も、修道 院の建物 を取 り払 わな

 い 限 り、 また その想 い 出 を保持 す る人 び とが 消失 しな い限 りは 、何 も起 こ らなか ったので あ る」

 (Halbwachs 1950=1989:166‐167)o
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